
平成２８年度 第四回常任幹事会
議事録

[bookmark: _GoBack]日　時：平成２８年９月２７１日（火）　18:305〜19:50
場　所：日本武道館大会議室
出席者：佐藤成明会長　廣永茂樹　戸賀崎正道　栗原正治副会長
　　　　内田康介卒業生幹事長・総務委員長　香田郡秀卒業生副幹事長・審判委員長
　　　　吉村哲夫総務副委員長　藤野靖太郎総務委員
　　　　吉田臣吾財務委員長　坂西貴司財務副委員長　吉田正彦財務委員
　　　　前田勝事業委員長　金成増彦　竹村慎也　谷秀俊　市村麻美子事業委員
　　　　宇賀神良博　大山孝治　高橋由美子審判委員
　　　　浅野誠一郎指導委員長　八木沢誠　緒方和彦　内野尚美指導委員
　　　　内藤常男監事

学生出席者：斎藤浩也総務委員長 井内康徳総務副委員長　横田龍之介　伊藤圭祐　
大田尚奈　丸田大輝　本橋慶亮　若鍋唯総務委員
　　　　　　岡田和真財務委員長
　　　　　　三坂元喜事業副委員長　竹下昴太郎事業委員
　　　　　　村上俊彦指導委員
　　　　　　水元光正審判委員長
　　　　　　
定刻、内田卒業生幹事長が開会を宣した後、佐藤会長の挨拶があり、次いで本日の議事を進行した。

【報告事項】
1.平成28年度日中交流関東学生剣道連盟親善使節団「報告文集」の発行について
三坂学生事業副委員長より、配付資料に基づき、平成２８年７月１５日から１９日までの間に派遣した平成28年度日中交流関東学生剣道連盟親善使節団「報告文集」の発行報告がなされた。

2.平成28年度第22回全剣連剣道有功賞顕彰候補者推薦について
　井内学生総務副委員長より、配付資料に基づき、平成28年度第22回全剣連剣道有功賞顕彰候補者推薦について報告がなされた。全日本学生剣道連盟として東北、関東、関西、中四国から各一名、計4名が推薦され、関東からは廣永茂樹副会長が推薦された旨説明があり、これを了承した。

3．監督会主催「錬成会」指導講習講師派遣について
　齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、監督会主催「錬成会」への関東学生剣道連盟講師派遣についての説明がなされた。栗原副会長より、派遣された井島章卒業生審判委員によって有効打突に関して綿密な指導がなされたとの説明があった。また内田卒業生幹事長から、初の試みとしての講師派遣であったが、特に問題もなかったとの報告がなされ、これを了承した。

4.第65回関東学生剣道優勝大会・第42回関東女子学生剣道優勝大会終了報告
齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、第65回関東学生剣道優勝大会・第42回関東女子学生剣道優勝大会終了報告が行われた。
まず男子大会の結果報告が行われた。優勝は中央大学で13年ぶり9回目の優勝であった。ベスト16大学と全日本出場決定戦により決定した4大学を合わせた20大学が第64回全日本学生優勝大会に出場するとの報告がなされた。
次いで斎藤学生総務委員長により、配付資料に基づき、男子大会の試合時刻集計結果が報告された。閉会式終了が予定時刻の17：20に対して、当日の閉会式終了は19:44と2時間24分の遅れがでたものの、各試合場で目立った運営上の問題は見られず、代表戦が多く試合時間が延長されたことが原因に考えられるとの説明がなされた。内田卒業生幹事長より、昨年度の同大会も閉会時刻が19:25であったことなどが説明され、昨年同様今大会も準決勝一斉開始までの各試合場でのずれによることが指摘された。
　次いで斎藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、今年度から実施された新方法による三回戦敗者による全日本大会出場決定戦の勝敗決定試合の統計結果が報告された。ここで内田卒業生幹事長より、統計結果では三将戦・副将戦でチームの勝敗が決する傾向が見られたとの説明がなされた。
栗原副会長より、この新しい方法に対する監督や審判員、学生達の反応はどうかという質問があり、内田卒業生幹事長より、今後の監督懇話会でで印象を確認すること、とし、今回の実施で特に大きな問題がなければ来年度以降もこの方法を継続したいと述べ、これを了承した。
　次いで斎藤学生総務委員長により、配付資料に基づき、女子大会の結果報告がなされた。優勝は国士館大学で8年ぶり9回目の優勝であった。ベスト16大学と全日本出場決定戦により決定した2大学を合わせた18大学が第35回全日本女子学生優勝大会に出場するとの報告がなされた。
次いで斎藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、女子大会の試合時刻集計結果が報告された。各試合場とも目立った遅延もなく、閉会式終了の予定時刻が17:10であったのに対し、当日の閉会式終了時刻は16：45と予定より25分早い閉会となったことに関して、内田卒業生幹事長より、この結果は今年度から全日本出場決定戦を行うため前年度より一時間早く開会したことが考えられる旨説明がなされた。
次いで斎藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、今年度から導入された三回戦敗者による全日本大会出場決定戦の報告がなされ、勝敗決定試合の統計結果に関して、内田卒業生幹事長より、副将戦までに勝敗が決定することが予想されたが、大将戦までもつれ込んだ試合も多く、実力が拮抗した大学同士での出場決定戦であった旨説明がなされた。また、男子同様、特に問題がなければ来年度以降もこの方法を実施したいと述べ、これを了承した。
次いで村上学生指導委員より、配付資料に基づき、第65回関東学生剣道優勝大会並びに第42回関東女子学生剣道優勝大会の監督会議についての報告がなされた。内田卒業生幹事長より、監督会議では諸注意事項を毎回繰り返すことによって徐々に大会運営側の協力依頼が浸透してきている旨説明がなされた。
次いで村上学生指導委員より、配付資料に基づき、竹刀検査の結果の報告がなされた。内田卒業生幹事長より、男女共に不合格竹刀が50％ほど減少したことが確認され、全体的に良化傾向にあることが提言された。一方で重さ、先細、先革破損の規格外竹刀は依然として多いことも指摘され、規格外竹刀ゼロを目指し、今後も監督会議会などを通して大学への指導の徹底と定着を図っていくことのるべきであるという提言がなされ、これを了承した。
次いで村上学生指導委員より、配付資料に基づき、秋季二大会の規格外竹刀返却に関する報告がなされた。内田卒業生幹事長より、基本的には良化傾向にあること、一方で男女共に規格外竹刀を受け取りに来ない監督がいたこと、その監督方はいずれも監督会に参加していることが報告され、今後新しい対策が必要であることが提言された。また１２月の新人戦では竹刀返却のアナウンス等の方策を検討する旨のタイミングを逸したことも報告され、以降の新人戦から注するべきという提言がなされ、これを了承した。
次いで村上学生指導委員より、配付資料に基づき、秋季二大会警備報告が行われた。喫煙所警備や喫煙禁止の張り紙を貼ることで喫煙マナーに関しては非常に良化したことが報告された。一方閉会式終了後も遅くまで残っている学生が多く見られたことも報告され、内田卒業生幹事長より、ある程度学生が残ってしまうのは仕方がないとした上で、今後の大会でも引き続き協力を要請指導を徹底する旨ことが提言がなされ、これを了承した。
続いて水元学生審判指導委員長より、配付資料に基づき、秋季二関東優勝大会の試合展開一覧表についての説明がなされた。反則が増加傾向にあること、特に鍔迫り合い、時間空費の反則が多い傾向がある旨説明がなされた。栗原副会長より、最も増加している反則理由の「その他」の内容が不鮮明であるとのことが指摘がありされ、部位隠しや顔面押しなどの項目を作る等、細分化が必要である旨こと提言がなされ、これを了承した。また佐藤成明会長より、試合中の選手の転倒が多くみられるため今後指導していく必要があるとの指摘ことがな提言された。

5．平成28年度第64回全日本学生剣道優勝大会要項・役員・日程について
井内学生総務委員より、配付資料に基づき、第64回全日本学生剣道優勝大会要項・役員・日程についての説明がなされた。香田卒業生副幹事長から、要項及び日程表に資料に審判会議には監督もが参加することの記述がないこと、監督会議から審判会議までの時間が空きすぎていることが指摘された。これらの件に関して、内田卒業生幹事長より、今大会の要項及び日程資料を作成した主管の関西学生剣道連盟に確認することになる旨をとることが説明があり、これを提言されこれを了承した。

【審議事項】
1．平成28年度第42回警視庁対関東学生剣道連盟親善試合の件
　三坂学生事業副委員長より、配付布資料に基づき、平成28年度第42回警視庁対関東学生剣道連盟親善試合の実施要項について説明がなに関する諸事が建議された。内田卒業生幹事長から出場選手の選考に関して、男女共に各大学の代表として主将を中心に幅広い大学からを選出したこと、また試合までに選手に欠員が生じたときの補充は配布資料の選手名簿は二巡目の選出によるものであり、今後も選手の入れ替わりは考えられること、例年出られない選手は一定数おりその場合の対処は監督・助監督に委任することの説明があった後、実施要項について諮ったところ、これを承認した。が確認された。

2．平成28年度新人戦二大会要項・役員・日程の件
　齊藤学生総務委員長より、配付布資料に基づき、平成28年度新人戦二大会の要項・役員・日程に関して説明がなされの建議が行われた。内田卒業生幹事長より、男子新人大会の開会式を前年の11:00より一時間早い10:00に開始する予定である。ことが確認され、前年度は前日の八段審査戦のために前日設営ができなかったが、今年は前日設営が可能なため開始時間を従来通りの１０:００とする早める旨予定であることが説明がなされた。また、大会役員は秋季二大会から変更がない旨説明がなされ、本件について、異議なくこれを承認したこと。が確認された。
　次いで水元学生審判指導委員長より、配付布資料に基づき、新人戦二大会の審判に関しての報告がなされた。香田卒業生審判委員長副会長より、調整中であった第62回関東学生剣道新人戦大会の副審判長に八木沢誠卒業生指導副委員長が推薦され、これを承認した。
　次いで斎藤学生総務委員長より、配布資料に基づき、新人戦二大会の大会日程案の説明がなされた。

3．平成29年度大会日程（日本武道館・東京武道館）の件
齊藤学生総務委員より、配付資料に基づき、平成29年度大会日程案に関する説明がなされた。内田卒業生幹事長より、第63回関東学生剣道新人戦大会と第18回関東女子学生剣道新人戦大会の開催予定日程に関して、東京武道館が平成２９年１２月１１日から平成３０年１月５日までの年末の改修工事により休館になるためこの間の行事のために日程が前倒しになり、土・日の利用が一大会のみに限定されることから男子大会は11月19日（日）、女子大会は11月21日（火）がを開催予定日になるしていること。、女子大会の日程が平日になっているが、これは大会を実施するための会場確保を図るためのものであること、11月20日が東京武道館の休館日であるため、19日の男子大会の会場設営が引き継げるということ、また、東京武道館以外で土・日開催ができる女子大会の別会場として墨田区総合体育館をが検討しされており、その場合は12月3日（日）または12月2日（土）を開催予定日とすること、墨田区総合体育館の利用の可否については女子大会会場に関しては10月には確定する予定である旨ことが説明がなされ、この件について、異議なく承認した。

4．その他
⑴試合中の監督椅子使用について
　内田卒業生幹事長より、監督の中には足や腰を痛めていると試合中畳や床に座ることが困難であるため、椅子を使用してもよいのではないかとの意見もあり、過去の大会では椅子を使用した事例もあると述べ、今後の検討が提案され、これを了承した。

⑵試合場ライン付近での取材撮影について
栗原副会長より、関東優勝大会の試合展開に関する審議の際に提言された、反則理由の「その他」をより細分化することを指導委員会へ再度要請がなされた。
次いで内田卒業生幹事長より、試合中監督が畳に座ることが大変ではないかということが提言された。栗原副会長から準決勝など、試合の終盤からは椅子を出してもよいのではないかということが提言され、今後検討することとなった。
次いで竹村卒業生事業委員より、関東女子学生剣道優勝大会にて学生取材の撮影者が試合場のライン近くの付近で写真撮影を行っていることのが指摘がなされ、今後審判主任より指導する旨確認がなされた。ことが提言されこれを了承した。
次いで岡田学生財務委員長より、本年度の決済に関して、新人戦が12月にあるために、11月に一度概決算を作成し、1月に本決算を行うことが提言されたが、内田卒業生幹事長により12月の最終常任幹事会で提出するように提言されこれを了承した。
次いで内田卒業生幹事長により、今後の予定が確認された。次回の最終常任幹事会は12月21日（水）17:30～に確定し、会議後に懇親会が行われることも確認された。また平成29年度幹事会が1月21日（土）、監督懇話会が1月28日（土）に行われること、新人戦実行委員会が10月25日（火）に行われることが確認された。



⑶平成２８年度決算について
　岡田学生財務委員長より、平成２８年度の決算に関して、新人戦二大会が決算年度を超えて１２月に実施されるため、１１月には概算を作成し、１２月の第５回最終常任幹事会までに決算書を作成するとの説明があり、これを了承した。






⑷今後の会議日程について
　今後の会議日程について、以下のとおり了承した。
平成２８年１０月２５日（火）１８:３０　新人戦二大会実行委員会
　　　　　１２月２１日（水）１７:３０　第五回最終常任幹事会・懇談会

平成２９年１月２１日（土）１５:００　平成２９年度幹事会
　　　　　１月２８日（土）１４:００　平成２９年度監督懇話会・懇親会

最後に佐藤成明会長より挨拶がなされた。
以上で本日の会議のすべてを終了し、閉会した。

平成２８年９月２７日
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成日：平成２７年９月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者確認者：学生総務委員　若鍋　唯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録確認者作成者：卒業生幹事長　内田康介

